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会 社 概 要



事 業 概 要

名 称 ： 株式会社エース・クリーン

 代 表 ： 代表取締役会長 中井英治

   代表取締役社長 中井真太郎

 所 在 地  ： 北見市小泉761番地12

 所 在 地 ： 東京都新宿区新宿2-2-4
第10御苑宮庭マンション10C

 会社創設 ： 昭和51年2月19日

 従業員数 ： 70名

 資 本 金  ： 2000万円

 売 上 高  ： 9億3000万円（令和5年度実績） 



事 業 分 野

事業課・・・・・事業系ごみの収集

家庭系ごみの収集（北見市委託）

産業廃棄物の収集

住宅等の片づけ

維持課・・・・・下水道等の清掃

浄化槽の清掃、維持管理

し尿の汲取り（北見市委託）

施設課・・・・・産業廃棄物中間処理施設の運営

飼料事業・・・蒸煮木質飼料の製造



沿 革

昭和51年 北見市に株式会社エース・クリーン設立

平成09年 産業廃棄物中間処理施設開設

平成12年 札幌支店開設

平成17年 札幌支店閉鎖

平成19年 東京支店開設

平成22年 ＨＥＳ産業廃棄物処理業者用システム規格 登録

平成22年 エコアクション認証・登録

平成23年 優良産廃処理業者に係る基準適合

平成24年 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得

平成28年 蒸煮木質飼料製造施設開業（生産能力500ｔ/年）

令和2年   10.0㎥蒸煮装置1号機導入（生産能力2500ｔ/年）

令和5年   10.0㎥蒸煮装置2号機導入（生産能力6000ｔ/年）



蒸煮木質飼料とは







事蒸煮木質飼料生産事業に至った経緯



事蒸煮木質飼料生産事業に至った経緯

産業廃棄物汚泥中間処理施設にて、加水分解処理を行う蒸煮
釜の導入を検討していた。

しかし、当社が扱う汚泥は、ゴミや土砂などが多く含まれており、
加水分解処理を施しても、有効な性質の変化が望めなかった為、
採用を見送った。

平成2年に農林水産省が「バイオマス変換計画」として、飼料自
給率を向上させるために、全国の公的研究試験機関に委託し、
蒸煮処理した木材を牛の飼料にするための研究を行った。

この研究により、木材が牛の飼料に変換されることが証明された
が、当時の飼料価格よりコスト高であるため、普及には至らな
かったが、当社はこの研究へ着目し、事業化目指す事となった。



平成26年度に、「北海道中小企業応援ファンド事業」の助成を
受け、地元の畜産農家である中野牧場の協力を得て、肥育試験
を行った。

17頭の黒毛和牛を対象（対象区5頭、試験区12頭）に白樺を
原料とする蒸煮木質飼料を1年間給与し、獣医師の指導のもと、
血液検査や体重測定を行い、最終的に解体し肉質評価を行った。

また、蒸煮装置メーカーの協力の基、北見市から原料である白
樺チップを神奈川に所在する蒸煮装置メーカーへ送り、試験用
飼料を製造し、原料と製品の分析を実施し、製品の特性を調べ
た。

蒸煮木質飼料生産事業に至った経緯



結果、白樺を原料とした蒸煮木質飼料は、牛の嗜好性に合い、肉質の良い
健康な牛に育ち、従来より使用されている稲わらと遜色ない飼料である事
が確認できた。

この試験結果が北海道新聞や業界紙である肉牛ジャーナルに取り上げら
れた事で脚光を浴び、また、肥育試験に協力をいただいた中野牧場 中野
社長からも、生産工場の立上げについて強い要望をいただいた事から、事
業化へ士気が高まった。

当時、製造原価の事や販路の事など課題は山積みであったが、蒸煮釜メー
カーから中古の加水分解処理装置を購入し、実証施設として事業を始める
事となり、平成28年11月より開業した。

蒸煮木質飼料生産事業に至った経緯



今後の生産計画



2016年度
蒸煮木質飼料の研究開発を開始
実証規模の装置を導入
翌１７年、試験販売スタート
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生産量(トン) 売上高(千円)

1基目導入
実操業開始

２基目増設

生産：7,000トン
売上：3.８億円

2019年度 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

生産量(トン) 255 1,030 2,400 2,680 2,990 3,560 3,800 4,500 5,200 6,000 6,940 

売上高(千円) 11,475 46,350 108,000 142,040 158,470 195,800 209,000 247,500 291,200 336,000 388,640 

202０年度
生産技術の確立
本格的な事業化のため大型の蒸煮装置を導入

202３年度
外部資金獲得
需要の拡大を見越し蒸煮装置を増設

20２９年度
最大生産量を確保
広く道内外への供給を目指す

生産計画



４．蒸煮木質飼料生産・利用協議会









５．今後の展望



今後の展望

・北見市から生産技術を全国や世界へ普及

・メタンを低減し、カーボンクレジット対応

・健康機能性や生産性向上となる学術的な根拠を解明

・やなぎを原料とした飼料生産を確立（防災への貢献）

・未利用資源を活用した飼料生産の確立（SGDｓ）

・国産飼料自給率100％の家畜生産を北海道に普及
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